提出書類記載上の注意
１　履歴書について
1 和暦で記載すること。

2 学歴については高校卒業以後から記載すること。
3 指導医，認定医，専門医については，履歴書の学位・免許・資格の欄に記入すること。

4 学位・免許・資格については，免許番号等まで記入すること。また，全ての項目をまとめて
古い年代順に記載すること。

例：医師免許証（第○○号）
　　博士（医学）（○○大学甲医第△△号）　※平成3年より「博士（医学）」の名称となっています。
　　　　　　○○学会専門医（第△△号）

5 職歴について，海外の大学・研究所等に留学・研修（勤務）したことを記入する場合は，そのときの身分（研究生，研究員等）及び直前の勤務先の状況（退職，研究休職，長期出張等）について記入すること。
　例：平成○○年○月　○○大学　助教
　　　　　　　　　　　（平成○○年○月～平成○○年○月　研究休職
　　米国○○○○大学　客員研究員）

6 学会活動については，入会の時期を記入し，役職等は括弧書きで記入すること。
　例：平成○○年○月　△△学会　会員（平成××年×月より評議員）
２　業績目録は，学術業績，学会発表及びその他の業績の３分野とする。

３　業績目録（学術業績）について

1 学術業績は，著書，原著論文，総説，症例報告及びその他の５分類とし，それぞれ別葉とすること。

2 それぞれの分類につき，欧文，和文に分けて記入し，また，年代の古い順に記入すること。

3 学会発表の抄録は対象としない。
4 著書は，単著，共著の順に記入すること。
5 ２０２１年版によるImpact　Factor（IF）を各論文末に記載すること。
6 学位論文は番号に◎印を付すこと。

7 主要論文１０編は番号に○印を付すこと。
8 著者名は，論文等と同じ順に全員を記入し，候補者名にアンダーラインを付すこと。また，著書については担当部分のページを，論文等については初ページと終ページを記入すること。

9 原著論文，症例報告はレフリー審査のある雑誌等に限る。それ以外は，「その他」分類に記入すること。

10 印刷中のものについては，掲載証明書を添付すること。英文である場合は，証明部分の和訳も添付すること。
11 プロシーディング（学術集会後抄録など）は含めないこと。
12 corresponding author（責任著者）の原著と総説には番号に●印を付すこと。

４　業績目録（学会発表）について

1 学会発表は，筆頭演者での発表について記入し，国際学会及び国内学会の２分類とし，それぞれ別葉とする。

②　国際学会，国内学会ともに特別講演，シンポジウム等及び一般講演等について，それぞれに分けて記入すること。なお，候補者名にアンダーラインを付すこと。

③　それぞれの分類において，年代の古い順に記入すること。

５　業績目録（その他の業績）について
　前述同様，記載した業績における発表者名のうち候補者にアンダーラインを付すこと。
６　業績目録に記載した学術業績，学会発表及びその他の業績それぞれについて，別紙様式５に業績数をまとめること。
※著書：本１冊を全てお一人で執筆→「単著」，本の一部をお一人で執筆→「共著－単著」）

７　主要論文の別刷１０編について，別紙様式６に著者名（共著者を含む），論文題目、発表雑誌名，巻（号），掲載ページ（最初～最終），発行年，IF，被引用回数（ISIまたはScopusによる）の順に記入すること。
　なお，別紙様式４（業績目録）に記載した順に記入すること。
８　科学研究費補助金等の取得状況を，科学研究費補助金とそれ以外に分けて別紙様式７に記入すること。
また期間，代表・分担の別及び総額（直接経費）を記載すること。
９　用紙が不足する場合は，適宜用紙を補足すること。

